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定時総会 小栗新支部長を選出
~二つの『わ~ m和』と『輔~)を大事|こしだ運営~

5月9日(土)午後3時よりさいたま市民会館うらわにて、平成27年度定時総会および政治連盟報告会が開

催されました。

定時総会は、小栗重美副支部長の開会の言葉のあと、赤坂昌雄支部長より「あいにくの

空模様の中お集まりいただきありがとうございます。この後承認される支部事業にぜひ積

極的に参加してください」との挨拶で始まり、贋瀬土夫会員が議長に、古川美保会員が円

滑な議事運営のためのサポート役として副議長に選出されました。

まず、議長より、定足数の確認があり、 4月1日現在の会員数255名に対し154名(う

ち委任状による出席104名)の出席を得て、本定時総会は有効に成立しました。続いて、

議長より、議事録作成人に細谷百合江会員、議事録署名人に大森靖之会員が指名され、上
'J¥栗新支部長

程された各議案の審議に入りました。

第 1号議案 「平成26年度事業報告」および第2号議案 「平成26年度収入支出決算報告・監査報告」の件が

一括上程され、山崎智博総務部長および藤田義晴経理部長による説明と、吉野敏和監事からの監査報告の後、

いずれも原案通り可決承認されました。続いて、第3号議案「浦和支部

規則一部改正」が上程されました。今回の改正は、支部の事務所を支部

長の事務所に置くことを明記し、また「個人支部会員」という定義を新

設して行政書士法人の社員や使用人行政書士の支部規則上での地位を明

確にするなど、所要の変更を行うものです。本議案は特別決議要件を満

たす賛成多数により原案通り可決承認されました。その後、第4号議案

「平成27年度事業計画」および第5号議案「平成27年度収入支出予算j

議 I ~ 副 習 が一括上程され、山崎総務部長および藤田経理部長がそれぞれ説明し、
震瀬議長と古川副議長 いずれも原案通り可決承認されました。

第6号議案では、任期満了に伴う平成27年 ・28年度支部役員の選任の件が上程され、小栗新支部長(新任)

以下新役員が選任されました。最後の第7号議案では、本会定時総会代議員26名および予備代議員2名が選

出されました。各議案の審議においては、 「支部会費滞納者にはどのようなアプローチを行っているのかJI支

部が管理する野立て看板はどこにあるのかJI議長や副議長の定時総会での議決権の取扱はどうなっているのかJ

など、会員と執行部との問で、支部運営や議事に対する活発な質疑応答が繰り広げられました。

全ての議案の審議が終了。議長および副議長が降壇の後、 3期6年の長きにわたり浦和支部を率いてきた赤

坂前支部長から挨拶をいただき、会場からの万雷の拍手でもって功績を称え、嶋根賢一副支部長の閉会の言葉

により総会は終了しました。例年であれば引き続き、政治連盟の定期大会が行われるところですが、同連盟の

規則改正により、今年度からは定期大会に替わるものとして報告会が行われた後、同会場にて中島由雅総務部

副部長の司会のもと、荒岡克己本会会長、田口邦雄政連副会長、橋本俊治大宮副支部長を来賓にお迎えして懇

親会が開催されました。福永正子副支部長の開会の挨拶に続き、小栗支部長より「赤坂前支部長が浦和支部

50周年記念行事の挨拶で述べられた『行政書土は夢を実現する仕事である』という高い理想を引き継ぎ、二

つの『わ~ (1和」と「輪J) を大事にして、この浦 町Z庁 寸 、 一一ー

和支部を皆様と共に運営していきたい」との所

信が披露されました。赤坂博道顧問の乾杯の発

声により祝宴に入り、歓談、カラオケを大いに

楽しみました。最後は恒例の「青い山脈」と「上

を向いて歩こうJを全員で合唱し、矢舗昭二相

談役による本締めで閉会しました。

(総務部大森靖之) 正副議長を囲んで記念写真
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( 新支部長挨拶 ; 

先日の総会にて支部長に就任させ

ていただきました小栗重美です。

当支部は会員の皆様、諸先輩の皆

様のご尽力により、県下最大の支部

として約260名の会員を擁し、一昨年

は前支部長のもと50周年を迎え、

100周年に向かつての一歩を踏み出し

ました。

そうした中で支部長を引き継がせていただき、身

が引き締まる思いです。会員の皆様のご支援、ご協

力をいただきましてこの大役を務めてまいりたいと

思います。

私自身は現在54歳ですが、補助者を経て平成2年

に登録し、いつのまにか四半世紀を超えて行政書士

の世界で生きてまいりました。その間行政書土は時

代とともにますますその活動分野を広げ、更に 1T 

の活用により活動範囲も格段に拡がりました。若手

の行政書士を中心に、手軽に日本全国から情報を入

手し、各地の行政書士と交流している様は隔世の感

があります。

また、逆を言えば全国から支部のエリア内におい

ても活動をすることが可能になってきております。

こうした状況の中、当支部では地元密着である特

性を活かして、地に足をつけた ifaceto faceJでの
会員の交流を深め、相互の協力関係から生じる相乗

効果をもって、更なる業務能力の向上、知名度のア

ップを図るとともに、今まで以上に地域の市民、企業、

各種団体等の皆様に利用していただけるように努力

してまいります。

さて行政書士法の改正により、今年は第一回目の

特定行政書士の特別研修が行われ、初めての特定行

政書士が支部からも誕生することでしょう。

いま我々の新たな扉が開かれていきます。それが

どんなに小さいものでも、大きく聞いていくために

はまずは扉に手をかけてこじ開けて行かねば何も始

まりません。そうした意味でも新たな時代へ突入す

る年として、皆様と共に行政書士の「和と輪」を広

げてまいりたいと考えておりますので、何卒よろし

くお願いいたします。

h 新 役員挨拶 j 

平成27年度の支部総会において、

副支部長の大任を拝しました藤田義 I~ ッ叫
晴です。これまでは、創立50周年事業、 f一、同事
50周年史編纂事業、経理部長として ¥'.軒
仕事をさせていたただきました。前 建YT
赤坂支部長はじめ、会員の皆様のご 副支部長

理解とご協力を得、無事その任を果 藤田義晴

たすことができました。改めて、御礼申し上げます。

今年度、担当する部門は、総務部と広報部です。

ベテランの部長、部員さんがいらっしゃいますので、

安心しております。しかし、未経験のことも多く、

皆様にはお世話になると思います。ここは、心機一

転真剣に働いてまいります。

ご承知のとおり、当支部は260余名という県下最

大の会員数を誇っております。

会員が増えているのは、なにも、県庁所在地、交

通アクセス、マーケットの充実だけではなく、当支

部の、人材の多様性、業務執行能力の高さ、人材育

成力等によるところも大きいといえます。

今後は更に組織や仕組みを改善し「事務所を持つ

なら浦和支部だ」と多くの行政書士の方に思ってい

ただけるよう、小栗重美支部長を中心に団結して取

り組んでいきますので、皆様のご指導ご鞭撞、宜し

くお願い申し上げます。

このたび経理部長に任命されまし

た佐久間康です。どうぞ、よろしく

お願いいたします。

経理部では山崎智博前々経理部長、

藤田義晴前経理部長の尽力により、

支部会費の口座振替や市民相談会日

当支払のシステム化など様々な改革

を進めてまいりました。

経理部長
佐久間康

支部行事の屋台骨を支える会費の徴収は、非常に

労力を要する大変な仕事であったと聞いております。

しかし、皆様のご協力もあり、口座振替も会員数の

65%近くの使用率となっております。

手続きに時間とお金のかかる振込と違い、利便性

の高い口座振替は会員の皆様にも大変なご好評をい

ただいております。

今年度はこの口座振替の使用率のアッフ。に頑張っ

ていきたいと d思っております。会員の皆様の更なる

ご協力をお願いいたします。

また、今年度の経理部はなにか新しいことを始め

るということではなく、経理に関して確実に堅実に

そして、フットワークは軽く、各部の方々の足を引

っ張ることなきょう努めていきたいと思っております。

中島由雅副部長、西村寿恵部員という強力なメン

バーがそろいましたので、より堅実な経理部を目指

し頑張ってまいります。

皆様こんにちは。この度、企画部

長を仰せっかりました慶瀬土夫でご

ざいます。

企画部初年度の目標として、研修

等を通じ会員の皆様との関係強化を

目指します。企画部内では、研修等 企画部長

の準備、他部門との共同作業などの 塵瀬 土夫

活動を通じ、執行部各理事等との有機的関係構築を

推進してみます。

企画部員は社会人経験や年齢 ・性別、他土業との



ネットワークなど、多様性を活用し、有益な研修が

提供できるよう、各自情報収集に努めて参ります。

専門家として、いつでも顧客の満足と納得性を得

られるよう均衡のとれた知識習得と実務実践により、

解決能力を向上させ続けるため、個人または支部活

動などの仕組みが必要ですが、では、どうやって研

修を選定し講演を構築するかは、大きな課題のまま

です。是非、より良い研修実現に向け、会員の皆様

からのご指導や情報提供などお願い申し上げます。

一歩ずつ自治体、経済団体、教育機関などに対して、

益々頼られる浦和支部を目指し小栗重美支部長、福

永正子副支部長のアドバイス等を受け、企画部全員

で役割を分担しながら外部団体との組織的関係構築

に取り組んで参ります。

企画部活動に対し、会員皆様方のご指導、サポー

トをよろしくお願い申し上げます。

.._・+・+・+・+・+・+・+・+・+・+・ー-ー-ー・+・+・+・+・+・+・+・+

厚生部長の利根津誠と申します。 入会して14年目。

趣味はカラオケと将棋(アマ3段程局。

厚生部長は2回目で6年ぶりとなり

ます。

理事になってからは、渉外監察部

の時もありましたが、それ以外はず

っと厚生部です。 厚生部長

支部は会員数260名余の大きな支部 利根津 誠

となりましたが、厚生部の課題は、事業を行っても

参加者は横ばいで推移しているという点です。そこで、

参加者を増やすことに力を入れていきたいと考えて

います。

具体的には

1 )昨年まで行っていた日帰り研修をやめ、新たに

福利厚生等事業を行う。

2)会員の交流を深めてもらうために、同好会活動

への支援を検討する。

3)毎年25人前後しか参加者がいない一泊研修につ

いて、多くの会員に参加してもらえるように、

内容に検討を加える。

というととです。

どうかよろしくお願いします。

.._・+・+・+・+・+・+・+・+・+・+・+・+・+・+・+・+・+・+・+・+・+

このたび、理事 ・総務部員の役を

仰せつかりました大森靖之です。

埼玉県下のみならず全国的に見て

も会員数において随一の支部の役員

を仰せっかり、身の引き締まる思い

でございます。

若輩者ゆえ、諸先輩方には知識 ・

経験どちらも足元にも及びませんが、与えられた職

責を十分に果たせるよう、鋭意、努力を重ねてまい

る所存です。会員の皆さまには、引き続きのご指導、

ご鞭撞のほど何卒よろしくお願いいたします。

昨年度は、創立50周年記念誌プロジェクトのメン

バーとして、大変貴重な経験をさせていただきました。

第 81号 (3) 

その編纂の過程で特に印象的だったのは、諸先輩

方が、浦和支部の発展と会員一人ひとりの発展とを

一致させるために、多大な情熱を傾けられているお

姿でした。詳しくは、浦和支部のホームページにて

公開されておりますので、ぜひ一度ご覧ください。

現在の支部事業の一つひとつが諸先輩方の努力と

英知の賜物であることを胸に刻み、それを次世代に

引き継ぎ、そしてより発展させていくために微力な

がら貢献できればと思っております。

.._・+・+・+・+・+・+・+・+・+・+・+・+・+・+・+・+・+・+・+・+・+

このたび、厚生部員を仰せっかり

ました、小野寺信夫と申します。ど

うぞ宜しくお願い致します。

私は、年齢的には歳を重ねている

ものの、平成24年4月に行政書士登

録をいたしました、まだ、3年を経 厚生部員

過したばかりの若輩者です。 小野寺信夫

利根津誠部長を始め諸先輩方のご指導 ・ご教授の

もと、微力ながら皆様方の親睦の輪が広がるよう努

力したいと存じております。

行政書士登録の初年度に日l帰り研修 ・一泊研修旅

行に参加をさせていただきましたが、その際、諸先

輩の方より、様々な励ましのお言葉を頂戴しました。

サラリーマンを定年退職したばかりで、不安な気

持ちでいっぱいでしたが、お陰さまでなんとかやっ

ていこうという勇気を頂きました。

新しく会員になられた方には、ぜひ全員参加して

いただき、諸先輩方との交流を通じて有意義な厚生

行事になればと願っております。

最後に、重ねまして数多くの皆様にご参加をいた

だくことを、お願いいたしましてご挨拶とさせてい

ただきます。今後共よろしくお願いいたします。

; 理事外新部員挨拶 ; 

平成25年10月登録の落合剛之と申

します。

学生時代に聞きかじった法律にか

かわる職業に従事していきたいと思

い立ち、行政書士登録をしました。

私がこの一年半あまりのささやか 企画部員

な経験から感じたことは、先輩方の 落合 剛之

ご努力にもかかわらず、まだまだ行政書士の職域や

社会的評価については、けっして満足できるもので

はないということです。そして、残念に思うのは、

行政書士ご本人のお声から、「そのようなことが大き

く変わるには、あと50年はかかるであろう」などと

いう言葉をあたりまえに耳にすることが、ままある

ことです。

一方で、浦和支部のみなさまとの触れ合いを通して、

支部会員の方々は、強いご意志をもって、そのよう

な現状を改善しようというご意欲に溢れているとい

うことを、実感しています。

-聞
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生意気なことを書きましたが、今後とも、みなさ

まにおかれましては、よろしくご指導 ・ご鞭撞たま

わりますよう、お願いします。

はなはだ微力ではありますが、県下随一の大所帯

の一員として、他の支部を牽引していく気概で、初

心を忘れず、品位・品格を欠くことなく精進してい

きたいと思いますので、よろしくお願い申し上げます。

この度、はじめて渉外監察部員を

仰せつかりました飛田査武と申します。

私は平成23年7月に登録を致しま

した。入会当時は20代後半、右も左

も全く分からず、とても不安でしたが、

諸先輩皆様から温かいご指導を頂き 渉外監察部員

ながら、早くも4年が経ちました。 飛田査武

今まで何とか頑張ってこられたのは諸先輩皆様の

おかげそのものだと考えております。

未だ30代前半の若輩ではございますが、会員皆様

に何とかお役に立てるように粉骨砕身努めて参りま

すので、皆様どうぞよろしくお願い致します。

さて、支部規則において、渉外監察部の業務は

①関係官公署との連絡に関すること

②非行政書士の調査並びに本会への報告に関するとと

③関係業務団体との協調及び連絡に関することと定

められています。

経験豊富な吉田富士雄部長と道正尚志副部長のもと、

これらの業務が円滑に進められるように、非才の身

ではございますが、足となって、微力を尽くして参

ります。

また、特にさいたま市中央区、南区、緑区での市

民相談などにおいては、会員皆様にご協力 ・ご指導

を頂戴致したい機会があるかと存じますので、今後

とも、どうぞよろしくお願い申し上げます。

この度、初めて広報部員を仰せっ

かりました坪井健司です。

平成23年に登録し約4年、あっと

いう聞に経ってしまいました。まだ

まだ慣れないことが多く、業務に関

しての不安や悩みは常に抱えている 広報部員

状態です。 坪井健司

支部行事には、業務研修会、日帰り・一泊研修旅

行等に参加させて頂き、先輩方に実務に関すること

をはじめ多くのお話を伺ってまいりました。

モチベーションの維持向上、不安の解消等になり、

非常に有意義な時間を過ごすことができたとd思って

おります。個人事業主にとって気軽に相談できる同

業の先輩、友人の大切さ心強さを実感しております。

今後もたくさんお世話になるのだろうと思ってお

りますが、それだけでなく、少しでも支部の皆様の

お役に立てるよう精進してまいりますので、よろし

くお願い致します。

γ「脚4一一刈叩仲-川吋詰詰11l引11'川両l
i 《コンサルテイング能力の向上につ附 j 
7月9日(木)埼玉会館において、 rw事業法務』と
いう考え方:行政書士が目指すべきコンサルティン

グ能力の向上について」というテーマで、許認可の

専門家であり、日行連第二業務部専門員や東京会新

規業務研究座長もされた塩田英治先生を講師にお迎

えし第1回研修会を開催しました。

36名の会員が参加し、アンケート結果より6割の

方が、各地で講義をなさっている塩田先生の80枚を

超えるプロジェクター資料と熱いプレゼンに、 「期

待以上に良かった」と評価して頂けました。

強めな雨にもかかわらず14名が懇親会に参加し、

我先にと先生への質問があり、また各所で会員同士

の業務情報交換も行われ、研修同様、熱くかっ和気藷々

の雰囲気でした。

翌日には、塩田先生より研修会と懇親会での熱気に、

「気付き後の変化に期 ー

待」とのメールを支部

宛に頂きました。

今まで以上に研修会

と懇親会を事務所運営

の良い刺激の場として、

ご活用して頂ければ幸

いです。

(企画部長慶瀬土夫) 塩田講聞

C曾里民三五日
支部役員が官公署等を訪問する際に、支部および

行政書士業務をPRするためのリーフレットを作成

しました。(両面印刷のA4版を3つ折りしたもの)

このリーフレットは、支部のホームページからダ

ウンロードしプリントすることで、会員の方も使用

できます。顧客訪問等にご利用ください。
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仁三再反 :コ
支部看板は平成18年の2""'-'3月頃に、

本会の助成金と会員による土地の無

償提供により設置されました。設置

場所は中央区大戸1丁目 2番目号で、

別所沼公園の西側になります。

広報部では、年2回看板の清掃と

周囲の枝葉の伐採を行なっております。


